
募 集
一緒に『広報あげお』を作りませんか

？

「まちかど特派員」

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購
入
は

２
月
２８
日
ま
で
に

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
対
策
室

�
７
７
５
―

３
５
４
８

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
購
入
期
間

は
、
２
月
２８
日
㈮
ま
で
で
す
。
購
入
を
考

え
て
い
る
人
は
、
早
め
に
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。
�
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
の
人

①
平
成
３１
年
度
住
民
税
非
課
税
者（
住
民

税
課
税
者
と
生
計
同
一
の
配
偶
者
・
扶
養

親
族
、生
活
保
護
被
保
護
者
な
ど
を
除
く
）

※
市
か
ら
郵
送
し
て
い
る
購
入
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
②
平
成
２８
年
４
月

２
日
〜
令
和
元
年
９
月
３０
日
に
生
ま
れ
た

子
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

●
商
品
券

販
売

�
２
月
２８
日
ま
で（
㈯
㈰
㈷
を
除

く
）の
９
〜
１７
時

�
市
内
各
郵
便
局
の

郵
便
窓
口
、
市
役
所
５
階
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
対
策
室

�
１
冊
４
千
円（
額
面

５
千
円
・
５００
円
券
１０
枚
綴
り
）
※
１
人

当
た
り
５
冊（
子
育
て
世
帯
は
対
象
の
子

ど
も
１
人
当
た
り
５
冊
）ま
で
で
す
。
�

購
入
引
換
券
、
現
金
、
本
人
確
認
が
で
き

る
物（
自
動
車
運
転
免
許
証
な
ど
）
【
商

品
券
利
用
期
間
】３
月
３１
日
㈫
ま
で

市の催しや行事、祭りや文化・スポーツイベントな
ど、にぎわいの様子や市民活動を取材して『広報あげ
お』に掲載したり、地域の話題や身近な出来事などを
情報提供したりする市民記者「まちかど特派員」を募集
します。【任期】４月～令和３年３月 �①『広報あげお』
の「まちかど特派員だより」（年２回、１６ページ参照）の

原稿作成②地域の話題などの
情報提供③まちかど特派員会
議への出席（年３回程度）④広報
誌取材協力 �市内に６カ月以
上居住している２０歳以上の人
（４月１日時点）【募集人数】６人
（選考）【謝礼】年額１２，０００円
以内（予定） �申込書（広報広聴課にある。市ホーム
ページからダウンロードも可）に必要事項を記入して、
１月６日㈪～２月１４日㈮に直接、広報広聴課へ

任期満了に伴う上尾市議会議員一般選挙は、昨年１２月１日に投票が行われ、
即日開票の結果、３０人の市議会議員が誕生しました。
この選挙で選ばれた新しい議員の皆さんは、１月１日から４年間、市民の代

表として活躍します。

党派
無 所 属
立憲民主党
無 所 属
無 所 属
公 明 党
公 明 党
公 明 党
無 所 属
無 所 属
公 明 党
公 明 党
日本共産党
無 所 属
国民民主党
無 所 属
日本維新の会
無 所 属
無 所 属
日本共産党
無 所 属
無 所 属

候補者氏名
あきひと

尾花 瑛仁
まさひろ

荒川 昌佑
鈴木 茂
秋山かほる
前島 るり
戸野部直乃
道下 文男

とよ と

矢口 豊人
ひさし

大室 尚
井上 智則
長沢
平田 通子
原田 嘉明
浦和 三郎
井上 茂

まさのり

津田 賢伯
田島 純
新道 龍一
轟 信一
深山 孝

こういち

渡辺 綱一

得票数
３，０３６
２，９９３
２，９２２
２，８３５
２，４６０
２，３３０
２，２６７
２，１８７
２，１３２
２，０４７
２，０１０
１，９０８
１，９０６
１，８２９
１，８１３
１，７９０
１，７６３
１，７６１
１，７１７
１，７１３
１，７０２

当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選

党派
日本共産党
無 所 属
無 所 属
無 所 属
日本共産党
無 所 属
NHKから国民を守る党
無 所 属
日本共産党
無 所 属
国民民主党
無 所 属
無 所 属
無 所 属
無 所 属
無 所 属
無 所 属
無 所 属
無 所 属
無 所 属

候補者氏名

戸口 佐一
海老原直矢
樋口 敦
星野 良行
新藤 孝子

かずたか

田中 一崇
え り い

佐藤恵理子
小川 明仁
池田 達生
池澤 賢也
池野 耕司
野本 順一
近藤 泰介
齋藤 哲雄
小林 守利
いし そ ね ふく よし

石曽根福吉
守田 和樹
宮入 勇二
中村 圭佑

だあい

田 行男

得票数
１，６０２
１，５８７
１，５８０
１，５５４
１，５４４
１，４９０
１，３８３
１，３３８
１，２１７
１，１６２
１，０９５
９６２
９６０
９１２
８５７
７６６
５１６
４６９
１７７
７３

当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選

選挙管理委員会事務局 �７７５―９６８９・�７７５―９８１９

投票者数６７，２０８人（有効６６，３６９票、無効８３９票）投票率３５．４２㌫

３０人の市議会議員が誕生

上尾市議会議員一般選挙開票結果
（敬称略、掲載は得票順、あん分票の端数は省略）

広報広聴課 �７７５―４９１８・�７７６―８８７３

１
月
１８
日
は
、本
庁
舎
と

尾
山
台
・
上
尾
駅
出
張
所
の

業
務
を
休
業

行
政
経
営
課
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１
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８
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市
役
所
本
庁
舎
１
階
・
２
階（
市
民
税

課
、
納
税
課
、
障
害
福
祉
課
、
高
齢
介
護

課
に
限
る
）・
５
階（
子
ど
も
支
援
課
、
保

育
課
に
限
る
）の
窓
口
と
尾
山
台
・
上
尾

駅
出
張
所
は
、
土
曜
日
も
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
１
月
１８
日
㈯
は
本
庁
舎
と
第

三
別
館
工
事
の
た
め
、業
務
を
休
み
ま
す
。

イ
コ
ス
上
尾
の
空
調
設
備
を
改
修

市
民
協
働
推
進
課

�
７
７
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５
３
９
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７
７
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０
０
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７

空
調
設
備
を
改
修
す
る
た
め
、
２
月
１

日
㈯
か
ら
約
１
カ
月
間
、
暖
房
が
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
施
設
は
通
常
ど
お
り

開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、
防
寒
対
策
を
し

て
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

新年、あけましておめでとうございます。
昨年は、台風１９号により、本市においても床上浸水などの被
害が発生し、自然災害の恐ろしさを痛感しました。被災された
皆さまに心よりお見舞い申し上げます。そして、ボランティア
の皆さまの支援活動や義援金のご協力に改めて感謝申し上げま
す。市としても被災された皆さまの支援に引き続きしっかりと
取り組んでまいります。
さて、今年はいよいよ東京２０２０オリンピック・パラリンピッ

クが開催されます。数年にわたる積極的な誘致活動により、本
市は、聖火リレーのルートに選ばれました。また、オーストラ
リア柔道選手団のホストタウンにもなっています。今後、さま
ざまな取り組みを通じて、４年に１度の世界的なスポーツの祭典
を皆さまと一緒に盛り上げていきたいと思います。
私は、今年を表す漢字を、信頼の「信」とし、「公正な政治、公
平な行政」を推進し、信念を持って取り組み、信頼される市政
運営に全力で取り組んでまいります。そして、「みんなが輝く
街、上尾」の実現に向け、皆さまに暮らしやすさを実感できる
政策を発信してまいります。

上
尾
・
伊
奈
広
域
ご
み
処
理
施
設

建
設
候
補
地
評
価
基
準（
案
）へ
の

意
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政
策
課
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上
尾
市
と
伊
奈
町
は
、
現
在
の
ご
み
処

理
施
設
の
後
継
施
設
を
共
同
で
建
設
す
る

た
め
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、

上
尾
市
と
伊
奈
町
の
地
図
上
か
ら
抽
出
し

た
候
補
地
と
公
募
地
を
適
正
に
評
価
す
る

た
め
の
評
価
基
準
の
策
定
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
評
価
基
準（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期

間
】１
月
６
日
㈪
〜
２
月
４
日
㈫
【
評
価

基
準（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】環
境

政
策
課
、
各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
な
ど

【
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い
】内
容
を
検
討

し
、
策
定
の
参
考
に
す
る

※
住
所
、
氏

名
な
ど
個
人
が
特
定
で
き
る
箇
所
を
除

き
、
意
見
の
内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

【
意
見
書
の
提
出
】意
見
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
直
接
か
郵
送（
４
日
消
印
有

効
）、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
環

境
政
策
課（
〒
３６２
―

８
５
０
１
本
町
３
―

１
―

１
、
�s２５１０００@

city.ageo.lg.jp

）へ

※
電
話
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

上
尾
市
雨
水
管
理
総
合
計
画（
案
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意
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合
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り
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で
市
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メ
ン
ト
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度
に

基
づ
き
意
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募
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ま
す
。
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募
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間
】１
月
６
日

㈪
〜
３１
日
㈮
【
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案
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意
見
書
の
設

置
場
所
】下
水
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施
設
課
、
市
役
所
１
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ホ
ー
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取
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扱
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検
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定
の
参
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す
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住
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、
氏
名
な
ど
個
人
が

特
定
で
き
る
箇
所
を
除
き
、
意
見
の
内
容

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
個

別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。
【
提
出
方
法
】

意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
直
接

か
郵
送（
３１
日
消
印
有
効
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ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
下
水
道
施
設
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〒
３６２

―

０
０
１
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上
尾
村
１
１
５
７
、
�s４０３５

０ ０@
city.ageo.lg.jp

）へ

※
電
話
で

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

市長 畠山 稔

輝かしい新春を迎えて
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募 集
一緒に『広報あげお』を作りませんか

？
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１
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額
面

５
千
円
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円
券
１０
枚
綴
り
）
※
１
人

当
た
り
５
冊（
子
育
て
世
帯
は
対
象
の
子

ど
も
１
人
当
た
り
５
冊
）ま
で
で
す
。
�

購
入
引
換
券
、
現
金
、
本
人
確
認
が
で
き

る
物（
自
動
車
運
転
免
許
証
な
ど
）
【
商

品
券
利
用
期
間
】３
月
３１
日
㈫
ま
で

市の催しや行事、祭りや文化・スポーツイベントな
ど、にぎわいの様子や市民活動を取材して『広報あげ
お』に掲載したり、地域の話題や身近な出来事などを
情報提供したりする市民記者「まちかど特派員」を募集
します。【任期】４月～令和３年３月 �①『広報あげお』
の「まちかど特派員だより」（年２回、１６ページ参照）の

原稿作成②地域の話題などの
情報提供③まちかど特派員会
議への出席（年３回程度）④広報
誌取材協力 �市内に６カ月以
上居住している２０歳以上の人
（４月１日時点）【募集人数】６人
（選考）【謝礼】年額１２，０００円
以内（予定） �申込書（広報広聴課にある。市ホーム
ページからダウンロードも可）に必要事項を記入して、
１月６日㈪～２月１４日㈮に直接、広報広聴課へ

任期満了に伴う上尾市議会議員一般選挙は、昨年１２月１日に投票が行われ、
即日開票の結果、３０人の市議会議員が誕生しました。
この選挙で選ばれた新しい議員の皆さんは、１月１日から４年間、市民の代

表として活躍します。

党派
無 所 属
立憲民主党
無 所 属
無 所 属
公 明 党
公 明 党
公 明 党
無 所 属
無 所 属
公 明 党
公 明 党
日本共産党
無 所 属
国民民主党
無 所 属
日本維新の会
無 所 属
無 所 属
日本共産党
無 所 属
無 所 属

候補者氏名

尾花 瑛仁
荒川 昌佑
鈴木 茂
秋山かほる
前島 るり
戸野部直乃
道下 文男
矢口 豊人
大室 尚
井上 智則
長沢
平田 通子
原田 嘉明
浦和 三郎
井上 茂
津田 賢伯
田島 純
新道 龍一
轟 信一
深山 孝
渡辺 綱一

得票数
３，０３６
２，９９３
２，９２２
２，８３５
２，４６０
２，３３０
２，２６７
２，１８７
２，１３２
２，０４７
２，０１０
１，９０８
１，９０６
１，８２９
１，８１３
１，７９０
１，７６３
１，７６１
１，７１７
１，７１３
１，７０２

当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選

党派
日本共産党
無 所 属
無 所 属
無 所 属
日本共産党
無 所 属
NHKから国民を守る党
無 所 属
日本共産党
無 所 属
国民民主党
無 所 属
無 所 属
無 所 属
無 所 属
無 所 属
無 所 属
無 所 属
無 所 属
無 所 属

候補者氏名

戸口 佐一
海老原直矢
樋口 敦
星野 良行
新藤 孝子
田中 一崇
佐藤恵理子
小川 明仁
池田 達生
池澤 賢也
池野 耕司
野本 順一
近藤 泰介
齋藤 哲雄
小林 守利
石曽根福吉
守田 和樹
宮入 勇二
中村 圭佑
田 行男

得票数
１，６０２
１，５８７
１，５８０
１，５５４
１，５４４
１，４９０
１，３８３
１，３３８
１，２１７
１，１６２
１，０９５
９６２
９６０
９１２
８５７
７６６
５１６
４６９
１７７
７３

当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選
当選

選挙管理委員会事務局 �７７５―９６８９・�７７５―９８１９

投票者数６７，２０８人（有効６６，３６９票、無効８３９票）投票率３５．４２㌫

３０人の市議会議員が誕生

上尾市議会議員一般選挙開票結果
（敬称略、掲載は得票順、あん分票の端数は省略）

広報広聴課 �７７５―４９１８・�７７６―８８７３

１
月
１８
日
は
、本
庁
舎
と

尾
山
台
・
上
尾
駅
出
張
所
の

業
務
を
休
業

行
政
経
営
課

�
７
７
５
―

３
９
６
３

�
７
７
６
―

８
８
７
３

市
民
課

�
７
７
５
―

５
１
２
８

�
７
７
５
―

９
８
２
７

市
役
所
本
庁
舎
１
階
・
２
階（
市
民
税

課
、
納
税
課
、
障
害
福
祉
課
、
高
齢
介
護

課
に
限
る
）・
５
階（
子
ど
も
支
援
課
、
保

育
課
に
限
る
）の
窓
口
と
尾
山
台
・
上
尾

駅
出
張
所
は
、
土
曜
日
も
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
１
月
１８
日
㈯
は
本
庁
舎
と
第

三
別
館
工
事
の
た
め
、業
務
を
休
み
ま
す
。

イ
コ
ス
上
尾
の
空
調
設
備
を
改
修

市
民
協
働
推
進
課

�
７
７
５
―

４
５
３
９

�
７
７
５
―

０
０
０
７

空
調
設
備
を
改
修
す
る
た
め
、
２
月
１

日
㈯
か
ら
約
１
カ
月
間
、
暖
房
が
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
施
設
は
通
常
ど
お
り

開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、
防
寒
対
策
を
し

て
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

新年、あけましておめでとうございます。
昨年は、台風１９号により、本市においても床上浸水などの被
害が発生し、自然災害の恐ろしさを痛感しました。被災された
皆さまに心よりお見舞い申し上げます。そして、ボランティア
の皆さまの支援活動や義援金のご協力に改めて感謝申し上げま
す。市としても被災された皆さまの支援に引き続きしっかりと
取り組んでまいります。
さて、今年はいよいよ東京２０２０オリンピック・パラリンピッ

クが開催されます。数年にわたる積極的な誘致活動により、本
市は、聖火リレーのルートに選ばれました。また、オーストラ
リア柔道選手団のホストタウンにもなっています。今後、さま
ざまな取り組みを通じて、４年に１度の世界的なスポーツの祭典
を皆さまと一緒に盛り上げていきたいと思います。
私は、今年を表す漢字を、信頼の「信」とし、「公正な政治、公

平な行政」を推進し、信念を持って取り組み、信頼される市政
運営に全力で取り組んでまいります。そして、「みんなが輝く
街、上尾」の実現に向け、皆さまに暮らしやすさを実感できる
政策を発信してまいります。

上
尾
・
伊
奈
広
域
ご
み
処
理
施
設

建
設
候
補
地
評
価
基
準（
案
）へ
の

意
見
を
募
集

環
境
政
策
課

�
７
７
５
―

６
９
２
５

�
７
７
５
―

９
８
７
２

上
尾
市
と
伊
奈
町
は
、
現
在
の
ご
み
処

理
施
設
の
後
継
施
設
を
共
同
で
建
設
す
る

た
め
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、

上
尾
市
と
伊
奈
町
の
地
図
上
か
ら
抽
出
し

た
候
補
地
と
公
募
地
を
適
正
に
評
価
す
る

た
め
の
評
価
基
準
の
策
定
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
そ
の
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
評
価
基
準（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期

間
】１
月
６
日
㈪
〜
２
月
４
日
㈫
【
評
価

基
準（
案
）・
意
見
書
の
設
置
場
所
】環
境

政
策
課
、
各
支
所
・
出
張
所
・
公
民
館

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
な
ど

【
意
見
な
ど
の
取
り
扱
い
】内
容
を
検
討

し
、
策
定
の
参
考
に
す
る

※
住
所
、
氏

名
な
ど
個
人
が
特
定
で
き
る
箇
所
を
除

き
、
意
見
の
内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

【
意
見
書
の
提
出
】意
見
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
直
接
か
郵
送（
４
日
消
印
有

効
）、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
環

境
政
策
課（
〒
３６２
―

８
５
０
１
本
町
３
―

１
―

１
、
�s２５１０００@

city.ageo.lg.jp

）へ

※
電
話
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

上
尾
市
雨
水
管
理
総
合
計
画（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集

下
水
道
施
設
課

�
７
７
５
―

９
３
７
２

�
７
７
２
―

９
０
５
０

市
内
の
下
水
道
に
よ
る
浸
水
対
策
に
つ

い
て
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
た
め
に
、

「
上
尾
市
雨
水
管
理
総
合
計
画
」の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。こ
の
た
び
、そ
の
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
コ
メ
ン
ト
制
度
に

基
づ
き
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
【
計
画

（
案
）の
公
表
・
意
見
募
集
期
間
】１
月
６
日

㈪
〜
３１
日
㈮
【
計
画（
案
）・
意
見
書
の
設

置
場
所
】下
水
道
施
設
課
、
市
役
所
１
階

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。
�
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人
【
意
見
な
ど
の

取
り
扱
い
】内
容
を
検
討
し
、
策
定
の
参

考
に
す
る

※
住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
が

特
定
で
き
る
箇
所
を
除
き
、
意
見
の
内
容

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
個

別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。
【
提
出
方
法
】

意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
直
接

か
郵
送（
３１
日
消
印
有
効
）、
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
下
水
道
施
設
課（
〒
３６２

―

０
０
１
３
上
尾
村
１
１
５
７
、
�s４０３５

０ ０@
city.ageo.lg.jp

）へ

※
電
話
で

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

市長 畠山 稔

輝かしい新春を迎えて
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上尾の魅力を発掘！

おみやげもの屋さん巡り
スタンプラリー開催中！

で
す
。
２０
歳
に
な
っ
て
か
ら
お
お
む
ね
２

週
間
以
内
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
納
付

書
や
年
金
手
帳
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
月
額
１
万
６
、４
１
０
円（
平

成
３１
年
度
）で
す
。
上
記
の
保
険
料
に
付

加
保
険
料（
４００
円
）を
上
乗
せ
し
て
納
め
る

こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
額
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
付
加
保

険
料
は
申
し
出
た
月
か
ら
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険

料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
学
生
納

付
特
例
制
度
や
免
除
制
度
、
納
付
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。所

得
税
と
市
・
県
民
税
の
控
除

高
齢
介
護
課

�
７
７
５
―

５
１
２
６

�
７
７
６
―

８
８
７
２

所
定
の
基
準
を
満
た
す
人
は
、
所
得
税

や
市
・
県
民
税
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
の
障
害

者
・
特
別
障
害
者
控
除

市
が
交
付
す
る「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」が
必
要
で
す
。
※
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
手
帳
を

提
示
す
る
こ
と
で
控
除
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
�
次
の
①
〜
④
の
全
て
に
該
当
す

る
人
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
②
認
定
基
準

日（
対
象
年
の
１２
月
３１
日
）現
在
で
満
６５
歳

以
上
③
寝
た
き
り
や
準
寝
た
き
り（
屋
内

で
の
生
活
は
お
お
む
ね
自
立
し
て
い
る

が
、
介
助
な
し
で
は
外
出
で
き
な
い
）、

認
知
症（
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
な
症
状
、
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ

が
多
少
見
ら
れ
る
）で
あ
る
④
本
人
ま
た

は
そ
の
家
族
の
扶
養
者
で
、
税
の
控
除
が

必
要

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

人
は
、
医
師
の
診
断
書（
高
齢
介
護
課
に

あ
る
）の
提
出
が
必
要
で
す
。
�
直
接
、

高
齢
介
護
課
へ

※「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」は
、
申
請
か
ら
約
１０
日
で
郵

送
し
ま
す
。

寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
使
用
す
る
お
む
つ

代
の
医
療
費
控
除

●
初
め
て
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
人

医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」（
高
齢
介
護
課
に
あ
る
）が
必

要
で
す
。
※「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」は
、

医
療
機
関
に
も
用
意
し
て
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
２
年
目
以
降
の
人

市
が
発
行
す
る

「
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費
控
除
に

用
い
る
証
明
の
確
認
書
」が
必
要
で
す
。確

認
書
は
、
申
請
か
ら
約
１０
日
で
郵
送
し
ま

す
。
�
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

で
、
介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
の
内
容
に

よ
り
、
次
の
⑴
⑵
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴
寝
た
き
り
状
態
で
あ
る
⑵
尿
失
禁
の
可

能
性
が
あ
る

※
条
件
に
該
当
し
な
い
場

合
は
、
医
療
機
関
で
再
度「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
�
直

接
、
高
齢
介
護
課
へ

技
能
功
労
者
表
彰
式

商
工
課

�
７
７
７
―

４
４
４
１

�
７
７
５
―

５
０
２
４

昨
年
１１
月
２３
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

「
第
３６
回
上
尾
市
技
能
功
労
者
表
彰
式
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。
職
種
と
被
表
彰
者
は
、

次
の
１７
人
で
す（
敬
称
略
）。
大
工
／
１

す
ぐ
る

人

と
び
職
／
鴨
田
英

配
管
工
／
新
井

た
か
の
り

敏
夫

電
気
工
事
工
／
齋
藤
季
位
、
尾
崎

よ
し
ぶ
み

た
だ
し

せ
い
い
ち

祥
文

造
園
職
／
橋
本
正
、
常
盤
晴
一

建
具
師
／
坂
本
匠

印
刷
工
／
１
人

製

さ
ち
こ

菓
／
石
川
幸
子

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
／
木
村

軍
三
、
長
島
幸
男

美
容
師
／
前
田
安
子

お
お
べ
の
り
ま
さ

精
密
機
械
工
・
旋
盤
工
／
大
部
憲
正

鍍

ゆ
う
じ

金
工
／
金
子
裕
司

鋳
造
工
／
窪
田
広
行

日
本
調
理
師
／
加
藤
耕
司

『上尾の魅力を発掘！おみやげもの屋さん巡りスタンプラリー』
に掲載している事業所で買い物をして、スタンプを集めるスタン
プラリーを開催しています。スタンプを集めると下記の抽選に応
募できます。【冊子配布場所】あげお お土産・観光センター
エ ー ジ オ

（Ａ―ＧＥＯタウン２階）
�スタンプ５個／オリジ
ナルクオカード３，０００円
分を４０人、スタンプ１０
個／卓上グリル「焼きま
へんか」を５人 【抽選
申し込み】３月３１日㈫ま
でに直接、あげお お土
産・観光センターへ

上尾の魅力を発掘！おみやげもの屋さん巡り
スタンプラリー

市観光協会 �７７５―５９１７・�７７５―５０２４
あげお お土産・観光センター �７８０―２２６６

上尾丸山公園池干し祭「泥かき連」を募集

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
用

封
筒
へ
の
有
料
広
告
を
募
集

高
齢
介
護
課

�
７
７
５
―

５
１
２
７

�
７
７
６
―

８
８
７
２

令
和
２
年
度
に
発
送
す
る
介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
の
封
筒
に
掲
載
す
る
、
有
料

広
告
を
募
集
し
ま
す
。掲
載
は
審
査
の
上
、

決
定
し
ま
す
。
【
掲
載
位
置
】封
筒
裏
面

【
募
集
枠
数
】２
枠
【
色
・
規
格
・
掲
載
料
】

単
色
刷
り（
市
の
指
定
色
）・
縦
３５
×
横
９０

㍉
・
５
万
円（
１
枠
当
た
り
）
【
封
筒
使

用
期
間
】７
月
〜
令
和
３
年
６
月
【
発
送

数
】約
６
万
通

�
申
込
書（
高
齢
介
護
課

に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

１
月
６
日
㈪
〜
２
月
６
日
㈭
に
直
接
ま
た

は
郵
送（
６
日
必
着
）で
高
齢
介
護
課（
〒

３６２
―

８
５
０
１
本
町
３
―

１
―

１
）へ

市
民
活
動
推
進
協
議
会
の

市
民
委
員
を
募
集

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

�
７
７
８
―

１
８
１
０

�
７
７
８
―

１
８
２
０

協
働
事
業
の
選
考
・
評
価
と
、
市
民
活

動
推
進
計
画
を
推
進
す
る
市
民
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
【
任
期
】５
月
か
ら
２
年
間

�
２
人
程
度

�
市
内
に
在
住
の
１８
歳
以

上
で
継
続
し
て
会
議
に
出
席
で
き
る
人

【
選
考
方
法
】書
類
選
考

※
２
月
中
に
結

果
を
応
募
者
全
員
に
、
郵
送
で
通
知
し
ま

す
。
�
年
３
回（
平
日
２
回
、
土
曜
日
１

回
）の
会
議
に
参
加

※
第
１
回
会
議
は
、

５
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
�
申

込
書（
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
民

協
働
推
進
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
小
論
文（
題
目「
私
の
市
民
活

動
を
と
お
し
て
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
市
民

活
動
に
つ
い
て
」〈
６００
〜
８００
字
〉）を
添
え

て
、１
月
２８
日
㈫
ま
で
に
直
接
か
郵
送（
２８

日
必
着
）ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー（
〒
３６２
―

０
０
７
５
柏
座

１
―

１
―

１５
、
�s５３５００@

city.ageo.lg.
jp

）へ
年
金
受
給
者
に

源
泉
徴
収
票
を
郵
送

保
険
年
金
課

�
７
７
５
―

５
１
３
７

�
７
７
５
―

９
８
２
７

大
宮
年
金
事
務
所

�
６
５
２
―

３
３
９
９

１
月
下
旬
、
年
金
受
給
者
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
源
泉
徴
収
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す

（
障
害
・
遺
族
年
金
は
非
課
税
の
た
め
郵

送
さ
れ
ま
せ
ん
）。
源
泉
徴
収
票
に
は
、
昨

年
の
年
金
支
払
総
額
、
源
泉
徴
収
税
額
、

扶
養
控
除
な
ど
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収
票
は
確
定
申
告
や

市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
時
に
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
て
再
交
付
を
希

望
す
る
場
合
や
、
２
月
に
な
っ
て
も
届
か

な
い
場
合
は
、
大
宮
年
金
事
務
所
ま
た
は

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
�
０
５
７
０
―

０５
―

１
１
６
５
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
を
す
る
時
に「
国
民
年
金

保
険
料
控
除
証
明
書
」が
必
要
な
場
合
も
、

大
宮
年
金
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

保
険
年
金
課

�
７
７
５
―

５
１
３
７

�
７
７
５
―

９
８
２
７

２０
歳
に
な
る
と
会
社
員
や
公
務
員
、
ま

た
は
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
以
外
の
人
は
、

国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）へ
加
入
し

ま
す
。
ご
自
身
で
の
加
入
手
続
き
は
不
要

上尾丸山公園の大池は、３月まで池底を干し上げるかいぼりを行っていま
す。池干し期間中に多様な生き物のすみかとなる浅場作りを行うため、市民
ボランティアを募集します。また、かいぼりについて学習し、水を抜いた池
底を歩く「池底観察会」も開催します。 �・�・�・�下表のとおり �上
尾丸山公園 【集合】自然学習館 �３０円 �各回４０人（先着順） ※当日の内
容など詳しくは、認定ＮＰＯ法人生態工房（�・�０４２２―２７―５６３４）へ問い合わ
せてください。

持ち物
汚れてもよい服装
（雨具など）、長靴、
帽子、首に巻くタオ
ル、ゴム手袋または
軍手

汚れてもよい服装
（雨具など）、長靴

対象

小学生以上
※小学生は保
護者同伴です。

３歳児以上
※小学生以下
は保護者同伴
です。

内容

池底の泥をシャベルで採
集し、岸辺に泥を盛って
浅場を作る

かいぼりに関する室内講
義を受け、水を抜いた大
池に入り池底を歩く
※講義は、小学校高学年
以上向けです。

とき

２／９㈰
２／１５㈯
２／２９㈯
１０：００～１２：３０

１／１２㈰
２／１㈯
３／１４㈯
１３：３０～１５：００

泥
か
き
連

池
底
観
察
会

みどり公園課 �７７５―８１２９・�７７５―９９０６

※いずれも小雨決行です。
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上尾の魅力を発掘！

おみやげもの屋さん巡り
スタンプラリー開催中！

で
す
。
２０
歳
に
な
っ
て
か
ら
お
お
む
ね
２

週
間
以
内
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
納
付

書
や
年
金
手
帳
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
月
額
１
万
６
、４
１
０
円（
平

成
３１
年
度
）で
す
。
上
記
の
保
険
料
に
付

加
保
険
料（
４００
円
）を
上
乗
せ
し
て
納
め
る

こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
を
増
額
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
付
加
保

険
料
は
申
し
出
た
月
か
ら
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険

料
が
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
学
生
納

付
特
例
制
度
や
免
除
制
度
、
納
付
猶
予
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。所

得
税
と
市
・
県
民
税
の
控
除

高
齢
介
護
課

�
７
７
５
―

５
１
２
６

�
７
７
６
―

８
８
７
２

所
定
の
基
準
を
満
た
す
人
は
、
所
得
税

や
市
・
県
民
税
の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
の
障
害

者
・
特
別
障
害
者
控
除

市
が
交
付
す
る「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」が
必
要
で
す
。
※
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
手
帳
を

提
示
す
る
こ
と
で
控
除
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
�
次
の
①
〜
④
の
全
て
に
該
当
す

る
人
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
②
認
定
基
準

日（
対
象
年
の
１２
月
３１
日
）現
在
で
満
６５
歳

以
上
③
寝
た
き
り
や
準
寝
た
き
り（
屋
内

で
の
生
活
は
お
お
む
ね
自
立
し
て
い
る

が
、
介
助
な
し
で
は
外
出
で
き
な
い
）、

認
知
症（
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
な
症
状
、
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ

が
多
少
見
ら
れ
る
）で
あ
る
④
本
人
ま
た

は
そ
の
家
族
の
扶
養
者
で
、
税
の
控
除
が

必
要

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

人
は
、
医
師
の
診
断
書（
高
齢
介
護
課
に

あ
る
）の
提
出
が
必
要
で
す
。
�
直
接
、

高
齢
介
護
課
へ

※「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」は
、
申
請
か
ら
約
１０
日
で
郵

送
し
ま
す
。

寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
使
用
す
る
お
む
つ

代
の
医
療
費
控
除

●
初
め
て
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
人

医
師
が
発
行
す
る「
お
む
つ
使

用
証
明
書
」（
高
齢
介
護
課
に
あ
る
）が
必

要
で
す
。
※「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」は
、

医
療
機
関
に
も
用
意
し
て
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
２
年
目
以
降
の
人

市
が
発
行
す
る

「
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費
控
除
に

用
い
る
証
明
の
確
認
書
」が
必
要
で
す
。確

認
書
は
、
申
請
か
ら
約
１０
日
で
郵
送
し
ま

す
。
�
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

で
、
介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
の
内
容
に

よ
り
、
次
の
⑴
⑵
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴
寝
た
き
り
状
態
で
あ
る
⑵
尿
失
禁
の
可

能
性
が
あ
る

※
条
件
に
該
当
し
な
い
場

合
は
、
医
療
機
関
で
再
度「
お
む
つ
使
用

証
明
書
」を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
�
直

接
、
高
齢
介
護
課
へ

技
能
功
労
者
表
彰
式

商
工
課

�
７
７
７
―

４
４
４
１

�
７
７
５
―

５
０
２
４

昨
年
１１
月
２３
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

「
第
３６
回
上
尾
市
技
能
功
労
者
表
彰
式
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。
職
種
と
被
表
彰
者
は
、

次
の
１７
人
で
す（
敬
称
略
）。
大
工
／
１

す
ぐ
る

人

と
び
職
／
鴨
田
英

配
管
工
／
新
井

た
か
の
り

敏
夫

電
気
工
事
工
／
齋
藤
季
位
、
尾
崎

よ
し
ぶ
み

た
だ
し

せ
い
い
ち

祥
文

造
園
職
／
橋
本
正
、
常
盤
晴
一

建
具
師
／
坂
本
匠

印
刷
工
／
１
人

製

さ
ち
こ

菓
／
石
川
幸
子

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
／
木
村

軍
三
、
長
島
幸
男

美
容
師
／
前
田
安
子

お
お
べ
の
り
ま
さ

精
密
機
械
工
・
旋
盤
工
／
大
部
憲
正

鍍

ゆ
う
じ

金
工
／
金
子
裕
司

鋳
造
工
／
窪
田
広
行

日
本
調
理
師
／
加
藤
耕
司

『上尾の魅力を発掘！おみやげもの屋さん巡りスタンプラリー』
に掲載している事業所で買い物をして、スタンプを集めるスタン
プラリーを開催しています。スタンプを集めると下記の抽選に応
募できます。【冊子配布場所】あげお お土産・観光センター
エ ー ジ オ

（Ａ―ＧＥＯタウン２階）
�スタンプ５個／オリジ
ナルクオカード３，０００円
分を４０人、スタンプ１０
個／卓上グリル「焼きま
へんか」を５人 【抽選
申し込み】３月３１日㈫ま
でに直接、あげお お土
産・観光センターへ

上尾の魅力を発掘！おみやげもの屋さん巡り
スタンプラリー

市観光協会 �７７５―５９１７・�７７５―５０２４
あげお お土産・観光センター �７８０―２２６６

上尾丸山公園池干し祭「泥かき連」を募集

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
用

封
筒
へ
の
有
料
広
告
を
募
集

高
齢
介
護
課

�
７
７
５
―

５
１
２
７

�
７
７
６
―

８
８
７
２

令
和
２
年
度
に
発
送
す
る
介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
の
封
筒
に
掲
載
す
る
、
有
料

広
告
を
募
集
し
ま
す
。掲
載
は
審
査
の
上
、

決
定
し
ま
す
。
【
掲
載
位
置
】封
筒
裏
面

【
募
集
枠
数
】２
枠
【
色
・
規
格
・
掲
載
料
】

単
色
刷
り（
市
の
指
定
色
）・
縦
３５
×
横
９０

㍉
・
５
万
円（
１
枠
当
た
り
）
【
封
筒
使

用
期
間
】７
月
〜
令
和
３
年
６
月
【
発
送

数
】約
６
万
通

�
申
込
書（
高
齢
介
護
課

に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

１
月
６
日
㈪
〜
２
月
６
日
㈭
に
直
接
ま
た

は
郵
送（
６
日
必
着
）で
高
齢
介
護
課（
〒

３６２
―

８
５
０
１
本
町
３
―

１
―

１
）へ

市
民
活
動
推
進
協
議
会
の

市
民
委
員
を
募
集

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

�
７
７
８
―

１
８
１
０

�
７
７
８
―

１
８
２
０

協
働
事
業
の
選
考
・
評
価
と
、
市
民
活

動
推
進
計
画
を
推
進
す
る
市
民
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
【
任
期
】５
月
か
ら
２
年
間

�
２
人
程
度

�
市
内
に
在
住
の
１８
歳
以

上
で
継
続
し
て
会
議
に
出
席
で
き
る
人

【
選
考
方
法
】書
類
選
考

※
２
月
中
に
結

果
を
応
募
者
全
員
に
、
郵
送
で
通
知
し
ま

す
。
�
年
３
回（
平
日
２
回
、
土
曜
日
１

回
）の
会
議
に
参
加

※
第
１
回
会
議
は
、

５
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
�
申

込
書（
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
民

協
働
推
進
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
小
論
文（
題
目「
私
の
市
民
活

動
を
と
お
し
て
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
市
民

活
動
に
つ
い
て
」〈
６００
〜
８００
字
〉）を
添
え

て
、１
月
２８
日
㈫
ま
で
に
直
接
か
郵
送（
２８

日
必
着
）ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー（
〒
３６２
―

０
０
７
５
柏
座

１
―

１
―

１５
、
�s５３５００@

city.ageo.lg.
jp

）へ
年
金
受
給
者
に

源
泉
徴
収
票
を
郵
送

保
険
年
金
課

�
７
７
５
―

５
１
３
７

�
７
７
５
―

９
８
２
７

大
宮
年
金
事
務
所

�
６
５
２
―

３
３
９
９

１
月
下
旬
、
年
金
受
給
者
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
源
泉
徴
収
票
が
郵
送
さ
れ
ま
す

（
障
害
・
遺
族
年
金
は
非
課
税
の
た
め
郵

送
さ
れ
ま
せ
ん
）。
源
泉
徴
収
票
に
は
、
昨

年
の
年
金
支
払
総
額
、
源
泉
徴
収
税
額
、

扶
養
控
除
な
ど
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収
票
は
確
定
申
告
や

市
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
時
に
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
て
再
交
付
を
希

望
す
る
場
合
や
、
２
月
に
な
っ
て
も
届
か

な
い
場
合
は
、
大
宮
年
金
事
務
所
ま
た
は

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
�
０
５
７
０
―

０５
―

１
１
６
５
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
告
を
す
る
時
に「
国
民
年
金

保
険
料
控
除
証
明
書
」が
必
要
な
場
合
も
、

大
宮
年
金
事
務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

保
険
年
金
課

�
７
７
５
―

５
１
３
７

�
７
７
５
―

９
８
２
７

２０
歳
に
な
る
と
会
社
員
や
公
務
員
、
ま

た
は
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
以
外
の
人
は
、

国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）へ
加
入
し

ま
す
。
ご
自
身
で
の
加
入
手
続
き
は
不
要

上尾丸山公園の大池は、３月まで池底を干し上げるかいぼりを行っていま
す。池干し期間中に多様な生き物のすみかとなる浅場作りを行うため、市民
ボランティアを募集します。また、かいぼりについて学習し、水を抜いた池
底を歩く「池底観察会」も開催します。 �・�・�・�下表のとおり �上
尾丸山公園 【集合】自然学習館 �３０円 �各回４０人（先着順） ※当日の内
容など詳しくは、認定ＮＰＯ法人生態工房（�・�０４２２―２７―５６３４）へ問い合わ
せてください。

持ち物
汚れてもよい服装
（雨具など）、長靴、
帽子、首に巻くタオ
ル、ゴム手袋または
軍手

汚れてもよい服装
（雨具など）、長靴

対象

小学生以上
※小学生は保
護者同伴です。

３歳児以上
※小学生以下
は保護者同伴
です。

内容

池底の泥をシャベルで採
集し、岸辺に泥を盛って
浅場を作る

かいぼりに関する室内講
義を受け、水を抜いた大
池に入り池底を歩く
※講義は、小学校高学年
以上向けです。

とき

２／９㈰
２／１５㈯
２／２９㈯
１０：００～１２：３０

１／１２㈰
２／１㈯
３／１４㈯
１３：３０～１５：００

泥
か
き
連

池
底
観
察
会

みどり公園課 �７７５―８１２９・�７７５―９９０６

※いずれも小雨決行です。
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とき　　　 ところ　　　 内容　　　 対象　　　　  費用・金額　※記載のないものは「無料」　　  定員　　　 持ち物
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」　　 問い合わせ　



はい いいえ

（注1）収入がなかった場合でも、所得証明書を取得する人などは申告が必要になる場合があります。

（注２）公的年金収入400万円以上の場合、確定申告が必要となる場合があります。また、医療費控除や生命保
険料控除などの所得控除を追加したい場合は、申告が必要です。

令和 2 年 1 月 1 日に
住んでいた市区町村に
確認してください。

市民税・県民税申告は
必要ありません（注１）。

市民税・県民税申告が
必要です。

市民税・県民税申告は
必要ありません（注２）。

市民税・県民税申告が
必要です。
※所得額によって確定
申告が必要になる場合
があります。

市民税・県民税申告は
必要ありません。

市民税・県民税申告が
必要です。

確定申告が必要です。

令和2年1月1日に上尾市に住んでいましたか。

勤務先で年末調整は済んでいますか。

給与以外の所得（事業・不動産・公的年金・個人年
金など）がありましたか。

給与以外の所得が 20万円を超えていますか。

平成31年1月1日～令和
元年12月31日までに収
入がありましたか。　※
この収入に遺族・障害年
金などの非課税所得・生
活扶助は含まれません。

市内に住民登録の
ある親族が年末調
整や確定申告、市
民税・県民税申告
であなたを扶養親
族として申告して
いますか。

給与収入がありましたか。 収入は公的年金だ
けですか。

【スタート】

市民税・県民税申告、確定申告の受付期間は２月１７日㈪～３月１６日㈪です。市民税・県民税申告書は、前年度に提
出した人などには２月上旬に郵送します。また、市民税課、各支所・出張所でも配布します。
申告が必要かどうかは、下記のフローチャートで確認してください。 ※一般的な例を示しています。

市民税課 �７７５―５１３１・５１３２
�７７５―９８４６始まります 税の申告

平成３１年１月１日～令和元年１２月３１日までに支払った
医療費について「医療費控除の明細書」を作成してくだ
さい(事前に個人や病院ごとの支払金額と保険などで
補てんされた金額を集計した表を作成する)。 ※医療
保険者が発行する次の必要事項⑴～⑹全てが記載され
た「医療費のお知らせ」などを添付する場合、「医療費
控除の明細書」の明細部分の記入を省略できます。

※令和元年分の申告に医療費などの領収書は添付不要
です（ただし、領収書は５年間保存する必要がありま
す）。

※「セルフメディケーション税制による医療費控除の
特例」での申告を希望する場合、上記の医療費控除は
選択できません。どちらか一方だけを選択して控除を
受けることができます。

●市民税・県民税申告書の提出

申告書は、次の①～③のいずれかで提出してください。申告会場は大変混み合うため、郵送での申告書提出にご
協力をお願いします。
①郵送／記入、押印済みの申告書に上記の「申告に用意する物」で該当する書類を添付して、市民税課（〒３６２―８５０１
本町３―１―１）に郵送
②市民税課申告書受け付け用ポスト／市民税課の窓口にある、申告書受け付け用のポストに①と同様に準備したも
のを投かん
※①②にともに提出された資料は返却しません。資料の返却や申告受付書が必要な人は、切手を貼り、宛名を記入
した返信用封筒を同封してください。申告書のコピーが必要な人は、提出前にコピーしてください。また必要な資
料が添付されていない場合は、所得や控除を修正します。申告書は、市ホームページから作成することもできます。
③申告会場／市民税・県民税申告受付会場（１４ページ参照）で提出 ※申告会場開設に伴い、申告期間中（㈯も含
む）、市民税課窓口では職員による申告書作成補助や、作成した申告書の確認は行いません。

●申告書
●印鑑
●本人確認ができる物（マイナンバーカードま
たは通知カードと自動車運転免許証または健
康保険証など）

所得・控除を証明する書類
●令和元年分給与所得・公的年金等の源泉徴収
票など収入金額が分かる物

●各種控除を証明できる証明書・領収書（平成
３１年１月～令和元年１２月に支払った物）
・社会保険料（国民健康保険、後期高齢者医
療保険、国民年金、介護保険など）

・生命保険料
・地震保険料
・寄附金
・各種障害者手帳

●医療費控除を受ける場合は、医療費の明細書
または医療費通知 ※詳しくは、右記の「医
療費控除を受ける人へ」を確認してください。

●本人名義の預（貯）金口座の通帳（確定申告の
場合だけ） ※医療費控除を受けるための書
類を除き、コピーの提出でも受け付けます。

⑴被保険者などの氏名
⑵療養を受けた年月
⑶療養を受けた者
⑷療養を受けた病院、診療所、薬局などの名称
⑸被保険者等が支払った医療費の額
⑹保険者などの名称

受付期間
２月１７日㈪～３月１６日㈪

●医療費控除を受ける人へ

市民税・県民税の申告
●申告に用意する物
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平成３１年１月１日～令和元年１２月３１日までに支払った
医療費について「医療費控除の明細書」を作成してくだ
さい(事前に個人や病院ごとの支払金額と保険などで
補てんされた金額を集計した表を作成する)。 ※医療
保険者が発行する次の必要事項⑴～⑹全てが記載され
た「医療費のお知らせ」などを添付する場合、「医療費
控除の明細書」の明細部分の記入を省略できます。

※令和元年分の申告に医療費などの領収書は添付不要
です（ただし、領収書は５年間保存する必要がありま
す）。

※「セルフメディケーション税制による医療費控除の
特例」での申告を希望する場合、上記の医療費控除は
選択できません。どちらか一方だけを選択して控除を
受けることができます。

●市民税・県民税申告書の提出

申告書は、次の①～③のいずれかで提出してください。申告会場は大変混み合うため、郵送での申告書提出にご
協力をお願いします。
①郵送／記入、押印済みの申告書に上記の「申告に用意する物」で該当する書類を添付して、市民税課（〒３６２―８５０１
本町３―１―１）に郵送
②市民税課申告書受け付け用ポスト／市民税課の窓口にある、申告書受け付け用のポストに①と同様に準備したも
のを投かん
※①②にともに提出された資料は返却しません。資料の返却や申告受付書が必要な人は、切手を貼り、宛名を記入
した返信用封筒を同封してください。申告書のコピーが必要な人は、提出前にコピーしてください。また必要な資
料が添付されていない場合は、所得や控除を修正します。申告書は、市ホームページから作成することもできます。
③申告会場／市民税・県民税申告受付会場（１４ページ参照）で提出 ※申告会場開設に伴い、申告期間中（㈯も含
む）、市民税課窓口では職員による申告書作成補助や、作成した申告書の確認は行いません。

●申告書
●印鑑
●本人確認ができる物（マイナンバーカードま
たは通知カードと自動車運転免許証または健
康保険証など）

所得・控除を証明する書類
●令和元年分給与所得・公的年金等の源泉徴収
票など収入金額が分かる物

●各種控除を証明できる証明書・領収書（平成
３１年１月～令和元年１２月に支払った物）
・社会保険料（国民健康保険、後期高齢者医
療保険、国民年金、介護保険など）

・生命保険料
・地震保険料
・寄附金
・各種障害者手帳

●医療費控除を受ける場合は、医療費の明細書
または医療費通知 ※詳しくは、右記の「医
療費控除を受ける人へ」を確認してください。

●本人名義の預（貯）金口座の通帳（確定申告の
場合だけ） ※医療費控除を受けるための書
類を除き、コピーの提出でも受け付けます。

⑴被保険者などの氏名
⑵療養を受けた年月
⑶療養を受けた者
⑷療養を受けた病院、診療所、薬局などの名称
⑸被保険者等が支払った医療費の額
⑹保険者などの名称

受付期間
２月１７日㈪～３月１６日㈪

●医療費控除を受ける人へ

市民税・県民税の申告
●申告に用意する物
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●申告会場における注意事項

・昨年と日程・対象地区が変更になっている場合があるので注意してください。
・各会場は８時３０分から（文化センターは９時から）入場可能で、９時１５分から１５時まで受け付けを行う予定です。
入場時間前の来場はご遠慮ください。

・入場時間以降に整理券を配布し、順番に案内します。
・市民体育館では室内履きをお持ちください。外履きはビニール袋などに入れ、自己管理をお願いします。
・各会場の駐車スペースに限りがあるため、徒歩、自転車、または公共交通機関を利用してください。

●申告の注意事項

①確定申告書Ｂ（営業・譲渡所得などがある人）や平成３１年・令和元年入居開始分の住宅借入金特別控除を受け
る人、雑損控除や災害減免を適用する人は申告会場では申告できません。税務署で申告してください。

②配当所得・譲渡所得で源泉徴収された市民税・県民税の還付や充当を希望する場合は、市民税・県民税の納
税通知書が届くまでに、確定申告を行ってください。

③申告不要制度の対象となる配当・譲渡所得は、所得税と市民税・県民税で異なる課税方式を選択できます。
選択する場合は、市民税・県民税の納税通知書が届くまでに、確定申告書とは別に市民税・県民税申告書を
提出してください。また、市民税・県民税の課税計算をする上で、添付書類として年間取引報告書の写しを
提出いただく場合があります。ただし、申告不要を選択した場合は、市民税・県民税の還付や充当はできま
せん。

対象地区
緑丘・上町・仲町・二ツ宮

宮本町・愛宕・栄町・日の出・上尾宿・上尾下・上尾村

東町・本町・原市（１３１６～１４４０番地）・原新町

弁財・谷津・春日・柏座・富士見

瓦葺・尾山台団地

上平地区

原市（１３１６～１４４０番地と原市団地を除く）

五番町・原市中・原市北・原市団地

西上尾第一団地

西上尾第二団地

壱丁目・今泉・向山・川

地頭方・大谷本郷・堤崎・中新井・戸崎・西宮下

平方地区

小泉・藤波・畔吉・領家・中分・泉台

井戸木・中妻・浅間台・小敷谷（西上尾第一・第二団地を除く）

ところ

文化センター

コミュニティセンター

尾山台出張所

上平公民館

原市公民館

市民体育館

平方支所

大石公民館

とき
㈪

㈫

㈬

㈭

㈫

㈬

㈭

㈮

㈫

㈬

㈭

㈮

㈪

㈫

㈬

２／１７

２／１８

２／１９

２／２０

２／２５

２／２６

２／２７

２／２８

３／３

３／４

３／５

３／６

３／９

３／１０

３／１１

【市民税・県民税申告受付会場】 ※対象地区は目安です。都合が合わない場合は、他の日程にお越し下さい。

税理士による無料相談
関東信越税理士会上尾支部事務局 �７７６―８７７７

①会場における確定申告無料相談（事前予約制） �⑴２月６日㈭・７日㈮１０
～１３時、１３時３０分～１６時３０分⑵２月１３日㈭・１４日㈮９～１２時、１３～１６時 �

お け が わ ほ ん

⑴おけがわマイン３階イベント広場「ＯＫＥＧＡＷＡｈｏｎプラス＋」（桶
川市若宮１―５―２）⑵上尾県税事務所（南２３９―１） �１月２２日㈬～２４日㈮１０～１５
時に電話で関東信越税理士会上尾支部事務局へ
②税理士事務所における確定申告無料相談（事前予約制） �２月３日㈪～１４
日㈮（㈯㈰㈷を除く）９時３０分～１２時、１３～１６時 �市内の各税理士事務所
�関東信越税理士会上尾支部事務局に電話の上、各税理士事務所（９時３０分
～１２時、１３～１６時）へ
【①②共通】 �次の⒜～⒞のいずれかに該当する人⒜年金受給者⒝給与所
得者で医療費控除を受ける⒞年の途中で退職・就職したまたは年末調整が
済んでいない ※所得の種類により対応できる人が限定されます。

青色申告者対象の
確定申告相談会

上尾商工会議所
�７７３―３１１１・�７７５―９０９０

�２月１８日㈫・２７日㈭、３月４日
㈬・５日㈭・１０日㈫９時３０分～１５
時３０分（１１時３０分～１３時３０分を
除く） �文化センター �個
別決算指導、納税相談

●所得税の確定申告会場を開設 �㈯㈰㈷を除く２月１７日㈪～３月１６日㈪９～１７時（相談は１６時まで〈受け付け
／８時３０分～〉） ※２月２４日㈷、３月１日㈰は開場します。 ※申告書の提出は、１７時までです。 �上尾税務署
※申告書の作成には時間を要するため、早めにお越しください。また、確定申告会場は大変混雑するため、
長時間お待ちいただく場合や受け付けを早めに締め切る場合があります。

●公的年金等を受給されている人の確定申告不要制度 公的年金等を受給されている人で、公的年金等の収
入金額が４００万円以下であり、かつ公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下であるときは、確
定申告書を提出する必要はありません。 ※確定申告が必要ない場合であっても、市民税・県民税の申告が
必要な場合があります。 ※所得税の還付を受ける場合や確定申告の提出が要件となっている控除（純損失や
雑損の繰越控除など）の適用を受ける場合には、確定申告書の提出が必要となります。

●消費税と贈与税 消費税と贈与税についても所得税の確定申告会場で受け付けします。消費税の確定申告
には、令和元年１０月１日以降の取引について売上げや仕入れなどを税率（軽減税率８㌫・標準税率１０㌫）ごとに
区分経理を行った帳簿に基づき、「課税取引金額計算表」の作成が必要となります。

●確定申告書はホームページ上で作成して提出を 国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用
すれば、自宅などでパソコン、スマートフォンから確定申告書が作成できます。令和２年１月から、２カ所以
上の給与所得がある人、年金収入や副業等の雑所得がある人などは、入力が簡単な「スマホ専用画面」をご利

イータックス

用ください。作成した確定申告書は、書面で印刷して郵送またはe―Taxで送信してださい。「ID・パスワー
ド方式の届出完了通知」を持っている人は、「確定申告書等作成コーナー」でIDとパスワードを入力すればe-
Taxで申告することができます。
「確定申告書等作成コーナー」の操作や確定申告に関する質問・相談は、国税庁ホームページで確認してく
ださい。e-Tax・作成コーナーの操作などに関する問い合わせはe―Tax・作成コーナーヘルプデスク
（�０５７０―０１―５９０１、受け付け㈪～㈮〈㈷、１２月２９日～１月３日を除く〉）を利用してください。

申告期限 ３月１６日㈪
上尾税務署
�〒３６２―８５０４西門前５７７
�７７０―１８００（自動音声案内）

上尾税務署からの
確定申告のご案内
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税理士による無料相談
関東信越税理士会上尾支部事務局 �７７６―８７７７
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川市若宮１―５―２）⑵上尾県税事務所（南２３９―１） �１月２２日㈬～２４日㈮１０～１５
時に電話で関東信越税理士会上尾支部事務局へ
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～１２時、１３～１６時）へ
【①②共通】 �次の⒜～⒞のいずれかに該当する人⒜年金受給者⒝給与所
得者で医療費控除を受ける⒞年の途中で退職・就職したまたは年末調整が
済んでいない ※所得の種類により対応できる人が限定されます。

青色申告者対象の
確定申告相談会

上尾商工会議所
�７７３―３１１１・�７７５―９０９０

�２月１８日㈫・２７日㈭、３月４日
㈬・５日㈭・１０日㈫９時３０分～１５
時３０分（１１時３０分～１３時３０分を
除く） �文化センター �個
別決算指導、納税相談

●所得税の確定申告会場を開設 �㈯㈰㈷を除く２月１７日㈪～３月１６日㈪９～１７時（相談は１６時まで〈受け付け
／８時３０分～〉） ※２月２４日㈷、３月１日㈰は開場します。 ※申告書の提出は、１７時までです。 �上尾税務署
※申告書の作成には時間を要するため、早めにお越しください。また、確定申告会場は大変混雑するため、
長時間お待ちいただく場合や受け付けを早めに締め切る場合があります。

●公的年金等を受給されている人の確定申告不要制度 公的年金等を受給されている人で、公的年金等の収
入金額が４００万円以下であり、かつ公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が２０万円以下であるときは、確
定申告書を提出する必要はありません。 ※確定申告が必要ない場合であっても、市民税・県民税の申告が
必要な場合があります。 ※所得税の還付を受ける場合や確定申告の提出が要件となっている控除（純損失や
雑損の繰越控除など）の適用を受ける場合には、確定申告書の提出が必要となります。

●消費税と贈与税 消費税と贈与税についても所得税の確定申告会場で受け付けします。消費税の確定申告
には、令和元年１０月１日以降の取引について売上げや仕入れなどを税率（軽減税率８㌫・標準税率１０㌫）ごとに
区分経理を行った帳簿に基づき、「課税取引金額計算表」の作成が必要となります。

●確定申告書はホームページ上で作成して提出を 国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用
すれば、自宅などでパソコン、スマートフォンから確定申告書が作成できます。令和２年１月から、２カ所以
上の給与所得がある人、年金収入や副業等の雑所得がある人などは、入力が簡単な「スマホ専用画面」をご利

イータックス

用ください。作成した確定申告書は、書面で印刷して郵送またはe―Taxで送信してださい。「ID・パスワー
ド方式の届出完了通知」を持っている人は、「確定申告書等作成コーナー」でIDとパスワードを入力すればe-
Taxで申告することができます。
「確定申告書等作成コーナー」の操作や確定申告に関する質問・相談は、国税庁ホームページで確認してく
ださい。e-Tax・作成コーナーの操作などに関する問い合わせはe―Tax・作成コーナーヘルプデスク
（�０５７０―０１―５９０１、受け付け㈪～㈮〈㈷、１２月２９日～１月３日を除く〉）を利用してください。

申告期限 ３月１６日㈪
上尾税務署
�〒３６２―８５０４西門前５７７
�７７０―１８００（自動音声案内）

上尾税務署からの
確定申告のご案内
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とき　　　 ところ　　　 内容　　　 対象　　　　  費用・金額　※記載のないものは「無料」　　  定員　　　 持ち物
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」　　 問い合わせ　


